第956回生物科学セミナー
日時：　7月10日（水）　16:40-18:10
演者：　大杉　立　教授
　　　農学生命科学研究科　生産・環境生物学専攻
演題:　 変異体等を用いたイネの炭水化物代謝解析
　作物の収量を考える上で、シンク・ソース器官における炭水化物の合成、転流、蓄積の制御機構を明らかにすることは重要である。作物学研究室では従来から主にイネを材料としてこの問題に取り組んでおり、葉身にデンプンを多量に蓄積する変異体、茎にデンプンを蓄積しない変異体、ショ糖リン酸合成酵素の活性の高い準同質系統などを用いて分子レベルから圃場レベルまでの解析を行っている。今回のセミナーでは、最近の解析から得られた成果について紹介する。
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